
<入院診療計画書＞（No.1) 様へ

病名 下記について同意しました(本人・家族）

診断群分類
区分名称

担当医師 担当看護師

担当薬剤師 担当管理栄養士

担当理学療法士

（手　術　当　日）
　　　　　　　手　　術　　前　　日 　　　　　　手　　　術　　　前 　手　　　術　　　後　　 　　　　　手　術　翌　日(術後1日目）

目　標 ＃　合併症の出現がない　 ＃  良好な血行再建が確認できる
　1.経皮的動脈形成術（PTA）に対する理解が得られる 　1.胸部症状･バイタルサインの変化がない
　2.不安を表出することができる 　2.穿刺部の出血がない ＃　結果と今後の注意点が理解できる
　3.併存症の悪化がない 　3.末梢循環不全・急性閉塞の徴候 　1.病状が理解できる
　4.出血性素因がない 　　（足趾の色・冷感・しびれ）がない 　2.生活の留意点が理解できる

　4.腰痛がない
　処　置 ・身長、体重、血圧、脈拍を測定します。 ・病室へ帰ってきたらすぐ体温、血圧、脈拍 ・午前中に体温、血圧、脈拍を測定します。

・検査のときカテーテルを挿入する場所 ・カテーテルを挿入する部位が足の場合、 　を測定します。
　の体毛をカットします。（必要時）   陰部を局所カバーで覆いT字帯をします。・１時間後、3時間後、５時間後にも測定し ・カテーテルを挿入した部分を確認します。
　   ます。

・検査室へ行く前に体温、血圧、脈拍を ・点滴終了後、針を抜きます。
  測定します。 ・カテーテルを挿入した部分から出血がないか

　どうか時々確認します。
・手術５時間後に圧迫用のベルトをはずします。
・治療後1時間はモニター心電図で心拍を確認します。
・治療後1時間は酸素吸入を行います。

薬 ・中止する薬があるかどうか確認します。 ・中止薬がある場合、内服していないか ・検査結果によっては医師の指示により薬が 　
  確認します。 　開始になることがあります。 　

　 　　　　　　　
　検　査 ・血液検査を行います。 ・脈波エコーの検査を行います。

・脈波エコーの検査を行います。

　食　事 ・通常通りです。 ・検査までは通常通りです。 ・足（鼠径部）から検査を行った方は、検査 ・通常通りです。
　飲　水 ・一週間以内に管理栄養士が栄養指導に参ります。　   後のお食事は寝たまま食べられるお弁当を

　特別な栄養管理の必要性がある場合、 　お出しします。
　栄養管理計画に基づいた管理を行います。

リハビリ ・手術前のリハビリテーションが開始 ・手術後のリハビリテーションが開始となり

となり、理学療法士がお手伝いします。

　活　動 ・制限はありません。 ・手術まで制限はありません。 ・手術後の安静 ・手術前と同様に戻ります。
・検査室（シネアンジオ室）へは移動用 　足の場合：５時間寝たままです。
　ベッドで寝たまま移動します。 　　　　以後はトイレ・洗面のみ歩行可能です。
　 　腕の場合：５時間はトイレのみ歩行可能です。

・安静中に苦痛がある場合は遠慮なく看護師を
　お呼びください。

　清　潔 ・必要に応じて体毛をカットします。 ・圧迫していたベルトをとった後にタオルで体を ・入浴・シャワーができます。
　お拭きします。

　説　明 ・看護師より手術について説明します。

　指　導 ・検査同意書・造影剤検査同意書の提出
　をお願いします。

・薬剤師より薬について、栄養士より食生活についてそれぞれ説明します。

※状況に応じて予定が変更になる場合があります。ご不明な点がございましたら、ご遠慮せずおたずねください。

経皮的動脈形成術を受けられる

平成29年2月7日改訂

社会医療法人 北海道循環器病院

          ＃　経皮的動脈形成術（PTA）を受ける体制が整う　　　　　　

閉塞性動脈硬化症

閉塞性動脈疾患

・シャワーができます。

・手術の１時間前に点滴をします。

理学療法士がお手伝いします。



<入院診療計画書＞（No.2) 様へ

病名

担当医師 担当看護師

目　標                                                            ＃  良好な血行再建が確認できる

                                                           ＃　結果と今後の注意点が理解できる
　                                                              1.病状が理解できる
　                                                              2.生活の留意点が理解できる

処　置 ・午前中に体温、血圧、脈拍を測定します。 ・午前中に体温、血圧、脈拍を測定します。

・カテーテルを挿入した部分を確認します。 ・カテーテルを挿入した部分を確認します。
　

薬
　

　 　　　　　　　
検　査 ・退院後初回外来受診時に、脈波エコーの検査、、手足の血圧の検査、トレッドミルテストを

  行います。

食　事 ・通常通りです。 ・通常通りです。
飲　水 　　 　

リハビリ ・リハビリテーションが開始となり、理学療法士がお手伝いします。

活　動 ・手術前と同様に戻ります。 ・手術前と同様に戻ります。

清　潔 ・入浴・シャワーができます。 ・入浴・シャワーができます。
　

説　明 ・退院に向けて看護師より説明します。
指　導 ・退院後初回外来受診時の検査について説明します。

・医師より手術結果と退院後の方針について説明します。
・薬剤師より薬について、栄養士より食生活についてそれぞれ説明します。

 ※状況に応じて、予定が変更になる場合があります。ご不明な点がございましたら、ご遠慮せずおたずねください。 平成29年2月7日改訂

 社会医療法人 北海道循環器病院

　　　　　手　術　後　3　日　目　（退院日）　　　　　手　術　後　2　日　目　　

閉塞性動脈硬化症

経皮的動脈形成術を受けられる


